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【背景】世界的に人口高齢化が進む中、医療の進展や健康増進の様々な取り組みにより、人
類の寿命延長がどこまで進むのか、コロナ禍の影響を脱しつつあるなか、世界の人口研究の
一つの重要課題となっている。日本は世界有数の長寿国であり、2025 年 9 月には百寿者数
（100 歳以上人口）が 99,763 人と史上最高を記録した。一方過去を遡ると、日本において
は 1886（明治 19）年に戸籍表を本籍生年別人口表とするよう内務省令が出されたため、そ
の年からの各歳/生年別死亡数が得られることとなり、その年以降の百寿者の動向を観察す
ることができる。 
【方法・データ】 1886 年から現在に至る生年別死亡者数データ（林（ 2025）
https://doi.org/10.50870/0002000515）を用い、生年別、死亡年別百寿者数、また出生数の
得られる 1872 年からの生年別百寿者割合を算定した。 
【結果】百寿者数が単調増加を始めるのは概ね 1850 年生まれ、つまり 1950 年の死亡以降
であり、生年別の百寿者率は 1875 年生まれ頃から増加に転じる（図 1）。しかしながらそれ
以前、百寿者数が減少する期間（生年で 1804 年以降、死亡年で 1913 年以降）が認められ
た。 
 

 
図 1 百寿者の生年別（a）・死亡年別（b）百寿者数と生年別百寿者割合（c） 

 
【考察】百寿者数は、生年コーホートサイズ（出生数）、そのコーホートが生存していた 100
年を超える期間の死亡水準によって決まる。さらに、登録された生年の誤り、死亡登録の欠
如など、登録の質によっても影響を受ける。1950 年以降の百寿者数が一様に増加するのは
明治期以降の衛生状況の向上により説明も可能であるが、それ以前の百寿者数の減少は、登
録の不備以外に、これらのコーホートが生きた江戸末期の死亡水準の増加が原因である可
能性がある。報告時にはこの期間の百寿者数の減少について詳細分析を行う。 
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